
電気錠の施工（電磁錠） 

 

電磁錠の基本的な施工 

     

電磁式電気錠のオーソドックスな施工方法は、上記のようにドア枠上部に電気

錠、扉側に直接吸着板を施工する事ができれば、余計なブラケット類を使わず

に施工が可能で予算的にも低価格で済みます。 

 

 

ドア枠上部に施工スペースが無い場合は L型金具を使用して図のように施工す

ることも可能です。 

 

 

 



内開きの扉への施工 

 

内開きの扉に施工する場合はZ型取付金具を使用して吸着板を取り付け、電磁式電

気錠は壁面に直付けとなります。 

 

様々な仕様の扉に施工する場合 

 

 

ガラス扉に施工する場合は取付金具と L 型金具を組合せ図のように施工しま

す。 



 

引き違い戸に電磁錠を施工 

 

引き戸は基本的に図の位置への施工がスタンダードです。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

扉枠や壁面に施工スペースがある場合は図のように施工が可能です。 

 

 

 

スペースが無い場合はスペーサー等を使用します。 

スペーサーはラインナップされていませんが 

厚さ指定で製作可能です。 

 

 

 

こちらは特殊ですが壁面に電磁錠を彫り込み施工する方法です。 

 

上記の方法は扉厚が３５ｍｍ以下の場合で３５mm以上は掘り込むことが可能で

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



自動扉に電気錠を施工した例 

    

自動扉対応電磁錠SL-150を施工するスペースが無い場合は、上記引き戸の施

工方法を応用して SL-200 を施工した例です。 

自動扉は電源を入れた状態でロックしますと利用者を感知した場合にモーター

が始動しますので、モーターを焼き切る可能性があるためSL-200の信号発信を

利用し、施錠状態ではモーターに始動信号が発信しないよう設定しました。 

※面付箱は見栄えを良くするために取り付けました。 

 


